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1. 2026年3月期第3四半期の連結業績（2025年4月1日～2025年12月31日）

(1) 連結経営成績（累計） （％表示は、対前年同四半期増減率）

売上高 営業利益 経常利益
親会社株主に帰属する
四半期純利益

百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％

2026年3月期第3四半期 5,113 △7.0 360 88.1 303 81.1 95 △2.2

2025年3月期第3四半期 5,499 △3.9 191 △49.0 167 △53.3 97 △62.2

（注）包括利益 2026年3月期第3四半期　　97百万円 （132.0％） 2025年3月期第3四半期　　41百万円 （△86.2％）

1株当たり四半期純利益
潜在株式調整後

1株当たり四半期純利益
円 銭 円 銭

2026年3月期第3四半期 75.16 ―

2025年3月期第3四半期 76.83 ―

(2) 連結財政状態

総資産 純資産 自己資本比率
百万円 百万円 ％

2026年3月期第3四半期 10,843 4,066 37.5

2025年3月期 11,056 4,068 36.8

（参考）自己資本 2026年3月期第3四半期 4,066百万円 2025年3月期 4,068百万円

2. 配当の状況

年間配当金

第1四半期末 第2四半期末 第3四半期末 期末 合計
円 銭 円 銭 円 銭 円 銭 円 銭

2025年3月期 ― ― ― 78.00 78.00

2026年3月期 ― ― ―

2026年3月期（予想） 80.00 80.00

（注）直近に公表されている配当予想からの修正の有無 ： 有

3. 2026年3月期の連結業績予想（2025年4月1日～2026年3月31日）

（％表示は、対前期増減率）

売上高 営業利益 経常利益
親会社株主に帰属する

当期純利益
1株当たり
当期純利益

百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 円 銭

通期 6,744 △6.3 368 76.8 291 70.5 35 △88.1 27.98

（注）直近に公表されている業績予想からの修正の有無 ： 有



※ 注記事項

(1) 当四半期連結累計期間における連結範囲の重要な変更 ： 無

新規 ― 社 （社名） 、 除外 ― 社 （社名）

(2) 四半期連結財務諸表の作成に特有の会計処理の適用 ： 無

(3) 会計方針の変更・会計上の見積りの変更・修正再表示

①会計基準等の改正に伴う会計方針の変更 ： 無

②①以外の会計方針の変更 ： 無

③会計上の見積りの変更 ： 無

④修正再表示 ： 無

(4) 発行済株式数（普通株式）

① 期末発行済株式数（自己株式を含む） 2026年3月期3Q 1,286,199 株 2025年3月期 1,286,199 株

② 期末自己株式数 2026年3月期3Q 18,706 株 2025年3月期 18,537 株

③ 期中平均株式数（四半期累計） 2026年3月期3Q 1,267,513 株 2025年3月期3Q 1,267,729 株

※ 添付される四半期連結財務諸表に対する公認会計士又は監査法人によるレビュー ： 有（任意）

※ 業績予想の適切な利用に関する説明、その他特記事項

（将来に関する記述等についてのご注意）

　本資料に記載されている業績見通し等の将来に関する記述は、当社が現在入手している情報及び合理的であると判断する一定の前提に基づいており、その

達成を当社として約束する趣旨のものではありません。また、実際の業績等は様々な要因により大きく異なる可能性があります。業績予想の前提となる条件及

び業績予想のご利用に当たっての注意事項等については、添付資料P．3「1．経営成績等の概況（3）連結業績予想などの将来予測情報に関する説明」をご覧く

ださい。
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１．経営成績等の概況

（１）当四半期の経営成績の概況

　当第３四半期連結累計期間におけるわが国経済は、政策金利引き上げ後も円安傾向で推移するなどインフレ圧力の

懸念は残るものの、実質賃金の緩やかな改善に沿って個人消費が持ち直し、緩やかな景気回復となりました。

　世界経済については、AI関連需要の想定以上の強さや株高の資産効果を受けて成長率が上振れし、米国ではAI普及

による企業収益の厚みにより関税に伴う景気押し下げ影響を減殺し足元の景気は堅調、欧州ではエネルギー高など構

造問題が残存し緩やかな成長、中国では補助金が内需を押し上げ景気減速に歯止めがかかっています。

　このような状況の下、当社は受注の取込みや新製品等の拡販に注力し、特に精密機器事業の業績が好調に推移しま

したが、前年度に実施したコンドームの製造事業停止に伴う医療機器事業における減収要因の影響等もあり、当第３

四半期連結累計期間の売上高は5,113百万円と前年同四半期に比べ386百万円（△7.0％）の減少となりました。

　また、売上減少による減益要因はありましたが、一方で原価率の低減による増益要因が大きく上回り、営業利益は

360百万円と前年同四半期比で168百万円（88.1％）の増益、経常利益は市場金利上昇に伴う支払利息の増加や補助金

収入の剥落等による営業外損益の減少が影響し、303百万円と前年同四半期比で135百万円（81.1％）の増益となりま

した。親会社株主に帰属する四半期純利益は、投資有価証券売却益が前年と比較して小規模であったこと、および栃

木工場閉鎖関連の特別損失計上額が前年を上回ったことにより、95百万円と前年同四半期比で２百万円（△2.2％）

の減益となりました。

　各セグメントの業績は次に示すとおりであります。なお、セグメント損益は、営業利益又は営業損失に基づいてお

ります。

①　医療機器事業

　コンドームの製造停止に伴い前年までの製品コンドーム売上が減少し、ヘルスケア商品群は検査薬を中心に売上

が好調に推移したものの、一部の値上げ品に対する駆け込み需要の反動減もあり、メディカル製品と併せた医療機

器事業の売上は前期比で減収となりました。

　また、利益面では売上減少に伴う減益要因に対して、ヘルスケア部門の工場移転による生産コスト構造の変更等

に伴う費用低下要因が上回ったため、前期比で増益となりました。

　この結果、売上高は1,643百万円と前年同四半期に比べ394百万円（△19.4％)の減少となりました。

　セグメント利益は、59百万円と前年同四半期に比べ24百万円（72.0％）の増益となりました。

②　精密機器事業

　精密機器事業は市場の回復に伴い受注残が堅調に推移し、一部海外市場向けで減速感が顕在化したものの、事業

全体としては売上も好調に推移しました。

　利益面では、売上増加に伴う増益要因に加えて、生産性の改善等による原価低減効果により増益となりました。

　この結果、売上高は3,271百万円と前年同四半期に比べ335百万円（11.4％）の増加となりました。

　セグメント利益は、792百万円と前年同四半期に比べ276百万円（53.6％）の増益となりました。

③　ＳＰ事業

　フィルムバルーンを中心とした売上が低調に推移したことや、品質改善を目的とした返品の発生等が減収の主要

因となりました。

　この結果、売上高は63百万円と前年同四半期に比べ298百万円（△82.5％）の減少となりました。

　セグメント損益は、売上減少や返品に伴う費用処理が影響し、43百万円の損失（前年同期は４百万円の損失）と

なりました。

④　食品容器事業

　主力取引先への販売が低調に推移したほか、新たなビジネスの収益化が遅れていることもあり、売上高は134百

万円と前年同四半期に比べ29百万円（△17.8％）の減少となりました。

　セグメント損益は、売上減少および新生産設備稼働と工場移転の遅れに伴う生産効率性の低下等の影響もあり、

79百万円の損失（前年同期は15百万円の損失）となりました。
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（２）当四半期の財政状態の概況

（資産）

　当第３四半期連結会計期間末における総資産は、10,843百万円となり、前連結会計年度末に比べ212百万円減少

いたしました。主な増加要因は、仕掛品の65百万円、その他（純額）（主に建設仮勘定）の163百万円などであ

り、主な減少要因は、現金及び預金の123百万円、受取手形及び売掛金の84百万円、建物及び構築物の95百万円、

土地の137百万円などであります。

（負債）

　当第３四半期連結会計期間末における負債合計は6,777百万円となり、前連結会計年度末に比べ210百万円減少い

たしました。主な増加要因は、支払手形及び買掛金の53百万円、１年内返済予定の長期借入金の80百万円、長期借

入金の55百万円、未払法人税等の51百万円などであり、主な減少要因は、電子記録債務の307百万円、賞与引当金

の100百万円などであります。

（純資産）

　当第３四半期連結会計期間末における純資産合計は4,066百万円となり、前連結会計年度末に比べ１百万円減少

いたしました。主な増加要因は、利益剰余金の67百万円などであり、主な減少要因は、土地再評価差額金の70百万

円などであります。この結果、自己資本比率は37.5％となりました。

（３）連結業績予想などの将来予測情報に関する説明

　業績予想につきましては、現時点で入手可能な情報に基づき作成したものであり、実際の業績は今後様々な要因

によって、これら予想数値と異なる可能性があります。当第３四半期連結累計期間における直近の業績の進捗を踏

まえ、業績予想の見直しを行った結果、2025年５月15日に公表いたしました業績予想を修正しております。詳細に

つきましては、本日公表の「通期業績予想及び配当予想の修正に関するお知らせ」をご参照ください。
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（単位：千円）

前連結会計年度

(2025年３月31日)

当第３四半期連結会計期間

(2025年12月31日)

資産の部

流動資産

現金及び預金 2,338,923 2,215,641

受取手形及び売掛金 1,497,380 1,412,839

電子記録債権 523,498 507,898

商品及び製品 641,514 600,157

仕掛品 565,118 630,883

原材料及び貯蔵品 764,468 806,852

その他 127,103 135,553

貸倒引当金 △62 △44

流動資産合計 6,457,945 6,309,780

固定資産

有形固定資産

建物及び構築物（純額） 2,025,450 1,930,167

土地 1,777,718 1,640,395

その他（純額） 419,614 583,389

有形固定資産合計 4,222,783 4,153,952

無形固定資産 37,575 59,325

投資その他の資産

その他 334,536 318,741

貸倒引当金 － △18

投資その他の資産合計 334,536 318,722

固定資産合計 4,594,895 4,532,001

繰延資産 3,449 1,928

資産合計 11,056,289 10,843,710

２．四半期連結財務諸表及び主な注記

（１）四半期連結貸借対照表
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（単位：千円）

前連結会計年度

(2025年３月31日)

当第３四半期連結会計期間

(2025年12月31日)

負債の部

流動負債

支払手形及び買掛金 240,130 294,095

電子記録債務 682,681 375,646

１年内償還予定の社債 － 300,000

短期借入金 2,888,000 2,857,000

１年内返済予定の長期借入金 326,332 406,332

未払法人税等 － 51,534

賞与引当金 210,079 110,040

その他 464,927 526,038

流動負債合計 4,812,151 4,920,686

固定負債

社債 400,000 100,000

長期借入金 1,466,192 1,521,443

退職給付に係る負債 8,315 5,680

その他 301,566 229,800

固定負債合計 2,176,074 1,856,924

負債合計 6,988,225 6,777,610

純資産の部

株主資本

資本金 643,099 643,099

資本剰余金 248,362 248,362

利益剰余金 2,767,640 2,835,027

自己株式 △41,472 △41,769

株主資本合計 3,617,631 3,684,721

その他の包括利益累計額

その他有価証券評価差額金 76,772 91,156

土地再評価差額金 284,556 213,563

為替換算調整勘定 45,900 42,100

退職給付に係る調整累計額 43,203 34,557

その他の包括利益累計額合計 450,433 381,378

純資産合計 4,068,064 4,066,099

負債純資産合計 11,056,289 10,843,710
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（単位：千円）

 前第３四半期連結累計期間
(自　2024年４月１日
　至　2024年12月31日)

 当第３四半期連結累計期間
(自　2025年４月１日
　至　2025年12月31日)

売上高 5,499,716 5,113,435

売上原価 4,331,750 3,744,143

売上総利益 1,167,966 1,369,292

販売費及び一般管理費 976,172 1,008,548

営業利益 191,793 360,744

営業外収益

受取利息 289 1,062

受取配当金 6,916 5,501

受取賃貸料 10,198 5,449

補助金収入 10,000 －

その他 7,526 5,482

営業外収益合計 34,931 17,496

営業外費用

支払利息 41,089 49,564

賃貸費用 3,161 1,762

シンジケートローン手数料 6,622 6,401

為替差損 2,083 8,544

その他 6,171 8,456

営業外費用合計 59,128 74,729

経常利益 167,596 303,511

特別利益

固定資産売却益 2,527 9,663

投資有価証券売却益 90,740 2,845

特別利益合計 93,267 12,509

特別損失

固定資産除却損 5,646 1,556

減損損失 60,025 152,319

割増退職金 46,434 －

その他 7,566 13,918

特別損失合計 119,672 167,794

税金等調整前四半期純利益 141,191 148,226

法人税、住民税及び事業税 3,385 49,058

法人税等調整額 40,393 3,896

法人税等合計 43,779 52,954

四半期純利益 97,411 95,272

親会社株主に帰属する四半期純利益 97,411 95,272

（２）四半期連結損益計算書及び四半期連結包括利益計算書

（四半期連結損益計算書）
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（単位：千円）

 前第３四半期連結累計期間
(自　2024年４月１日
　至　2024年12月31日)

 当第３四半期連結累計期間
(自　2025年４月１日
　至　2025年12月31日)

四半期純利益 97,411 95,272

その他の包括利益

その他有価証券評価差額金 △57,927 14,383

為替換算調整勘定 3,745 △3,800

退職給付に係る調整額 △1,321 △8,645

その他の包括利益合計 △55,504 1,938

四半期包括利益 41,907 97,210

（内訳）

親会社株主に係る四半期包括利益 41,907 97,210

非支配株主に係る四半期包括利益 － －

（四半期連結包括利益計算書）
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（単位：千円）

報告セグメント
調整額
（注）１

四半期連結
損益計算書

計上額
（注）２

医療機器
事業

精密機器
事業

ＳＰ事業
食品容器

事業
計

売上高

外部顧客への売上高 2,038,286 2,936,017 361,734 163,678 5,499,716 － 5,499,716

セグメント間の

内部売上高又は振替高
－ － － － － － －

計 2,038,286 2,936,017 361,734 163,678 5,499,716 － 5,499,716

セグメント利益

又は損失（△）
34,549 515,732 △4,005 △15,547 530,728 △338,935 191,793

（単位：千円）

報告セグメント
調整額
（注）１

四半期連結
損益計算書

計上額
（注）２

医療機器
事業

精密機器
事業

ＳＰ事業
食品容器

事業
計

売上高

外部顧客への売上高 1,643,805 3,271,623 63,456 134,550 5,113,435 － 5,113,435

セグメント間の

内部売上高又は振替高
－ － － － － － －

計 1,643,805 3,271,623 63,456 134,550 5,113,435 － 5,113,435

セグメント利益

又は損失（△）
59,435 792,276 △43,846 △79,900 727,965 △367,220 360,744

（３）四半期連結財務諸表に関する注記事項

（セグメント情報等の注記）

Ⅰ　前第３四半期連結累計期間（自　2024年４月１日　至　2024年12月31日）

１．報告セグメントごとの売上高及び利益又は損失の金額に関する情報

（注）１　セグメント利益又は損失（△）の調整額△338,935千円は、各報告セグメントに配分していない全社費用で

あります。全社費用は、主に報告セグメントに帰属しない一般管理費であります。

２　セグメント利益又は損失（△）は、四半期連結損益計算書の営業利益と調整を行っております。

２．報告セグメントごとの固定資産の減損損失又はのれん等に関する情報

　「医療機器事業」セグメントにおいて、当社栃木工場閉鎖方針の機関決定等に伴い固定資産の減損損失を計上して

おります。なお、当第３四半期連結累計期間における当該減損損失の計上額は60,025千円であります。

Ⅱ　当第３四半期連結累計期間（自　2025年４月１日　至　2025年12月31日）

１．報告セグメントごとの売上高及び利益又は損失の金額に関する情報

（注）１　セグメント利益又は損失（△）の調整額△367,220千円は、各報告セグメントに配分していない全社費用で

あります。全社費用は、主に報告セグメントに帰属しない一般管理費であります。

２　セグメント利益又は損失（△）は、四半期連結損益計算書の営業利益と調整を行っております。

２．報告セグメントごとの固定資産の減損損失又はのれん等に関する情報

　「医療機器事業」セグメントにおいて、当社栃木工場閉鎖等に伴い固定資産（主に土地）の減損損失を計上してお

ります。なお、当第３四半期連結累計期間における当該減損損失の計上額は145,623千円であります。

　「精密機器事業」セグメントにおいて、保有する一部設備について将来の使用見込みがなくなったことから、固定

資産の減損損失を計上しております。なお、当第３四半期連結累計期間における当該減損損失の計上額は6,696千円

であります。
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（株主資本の金額に著しい変動があった場合の注記）

該当事項はありません。

（継続企業の前提に関する注記）

該当事項はありません。

前第３四半期連結累計期間
（自  2024年４月１日

至  2024年12月31日）

当第３四半期連結累計期間
（自  2025年４月１日

至  2025年12月31日）

減価償却費 213,599千円 216,179千円

（四半期連結キャッシュ・フロー計算書に関する注記）

当第３四半期連結累計期間に係る四半期連結キャッシュ・フロー計算書は作成しておりません。なお、第３四半

期連結累計期間に係る減価償却費（無形固定資産に係る償却費を含む。）は、次のとおりであります。
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独立監査人の四半期連結財務諸表に対する期中レビュー報告書

2026年２月５日

不二ラテックス株式会社

取締役会　御中

仰星監査法人

東京事務所

指 定 社 員
業務執行社員

公認会計士 川﨑　　浩

指 定 社 員
業務執行社員

公認会計士 新島　敏也

監査人の結論

当監査法人は、四半期決算短信の「添付資料」に掲げられている不二ラテックス株式会社の2025年４月１日から2026年

３月31日までの連結会計年度の第３四半期連結会計期間（2025年10月１日から2025年12月31日まで）及び第３四半期連結

累計期間（2025年４月１日から2025年12月31日まで）に係る四半期連結財務諸表、すなわち、四半期連結貸借対照表、四

半期連結損益計算書、四半期連結包括利益計算書及び注記について期中レビューを行った。

当監査法人が実施した期中レビューにおいて、上記の四半期連結財務諸表が、株式会社東京証券取引所の四半期財務諸

表等の作成基準第４条第１項及び我が国において一般に公正妥当と認められる四半期財務諸表に関する会計基準（ただ

し、四半期財務諸表等の作成基準第４条第２項に定める記載の省略が適用されている。）に準拠して作成されていないと

信じさせる事項が全ての重要な点において認められなかった。

監査人の結論の根拠

当監査法人は、我が国において一般に公正妥当と認められる期中レビューの基準に準拠して期中レビューを行った。期

中レビューの基準における当監査法人の責任は、「四半期連結財務諸表の期中レビューにおける監査人の責任」に記載さ

れている。当監査法人は、我が国における職業倫理に関する規定（社会的影響度の高い事業体の財務諸表監査に適用され

る規定を含む。）に従って、会社及び連結子会社から独立しており、また、監査人としてのその他の倫理上の責任を果た

している。当監査法人は、結論の表明の基礎となる証拠を入手したと判断している。

四半期連結財務諸表に対する経営者及び監査等委員会の責任

経営者の責任は、株式会社東京証券取引所の四半期財務諸表等の作成基準第４条第１項及び我が国において一般に公正

妥当と認められる四半期財務諸表に関する会計基準（ただし、四半期財務諸表等の作成基準第４条第２項に定める記載の

省略が適用されている。）に準拠して四半期連結財務諸表を作成することにある。これには、不正又は誤謬による重要な

虚偽表示のない四半期連結財務諸表を作成するために経営者が必要と判断した内部統制を整備及び運用することが含まれ

る。

四半期連結財務諸表を作成するに当たり、経営者は、継続企業の前提に基づき四半期連結財務諸表を作成することが適

切であるかどうかを評価し、株式会社東京証券取引所の四半期財務諸表等の作成基準第４条第１項及び我が国において一

般に公正妥当と認められる四半期財務諸表に関する会計基準（ただし、四半期財務諸表等の作成基準第４条第２項に定め

る記載の省略が適用されている。）に基づいて継続企業に関する事項を開示する必要がある場合には当該事項を開示する

責任がある。

監査等委員会の責任は、財務報告プロセスの整備及び運用における取締役の職務の執行を監視することにある。

四半期連結財務諸表の期中レビューにおける監査人の責任

監査人の責任は、監査人が実施した期中レビューに基づいて、期中レビュー報告書において独立の立場から四半期連結

財務諸表に対する結論を表明することにある。
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（注）１．上記の期中レビュー報告書の原本は当社（四半期決算短信開示会社）が別途保管しております。

２．XBRL データ及び HTML データは期中レビューの対象には含まれていません。

監査人は、我が国において一般に公正妥当と認められる期中レビューの基準に従って、期中レビューの過程を通じて、

職業的専門家としての判断を行い、職業的懐疑心を保持して以下を実施する。

・　主として経営者、財務及び会計に関する事項に責任を有する者等に対する質問、分析的手続その他の期中レビュー手

続を実施する。期中レビュー手続は、我が国において一般に公正妥当と認められる監査の基準に準拠して実施される年

度の財務諸表の監査に比べて限定された手続である。

・　継続企業の前提に関する事項について、重要な疑義を生じさせるような事象又は状況に関して重要な不確実性が認め

られると判断した場合には、入手した証拠に基づき、四半期連結財務諸表において、株式会社東京証券取引所の四半期

財務諸表等の作成基準第４条第１項及び我が国において一般に公正妥当と認められる四半期財務諸表に関する会計基準

（ただし、四半期財務諸表等の作成基準第４条第２項に定める記載の省略が適用されている。）に準拠して作成されて

いないと信じさせる事項が認められないかどうか結論付ける。また、継続企業の前提に関する重要な不確実性が認めら

れる場合は、期中レビュー報告書において四半期連結財務諸表の注記事項に注意を喚起すること、又は重要な不確実性

に関する四半期連結財務諸表の注記事項が適切でない場合は、四半期連結財務諸表に対して限定付結論又は否定的結論

を表明することが求められている。監査人の結論は、期中レビュー報告書日までに入手した証拠に基づいているが、将

来の事象や状況により、企業は継続企業として存続できなくなる可能性がある。

・　四半期連結財務諸表の表示及び注記事項が、株式会社東京証券取引所の四半期財務諸表等の作成基準第４条第１項及

び我が国において一般に公正妥当と認められる四半期財務諸表に関する会計基準（ただし、四半期財務諸表等の作成基

準第４条第２項に定める記載の省略が適用されている。）に準拠して作成されていないと信じさせる事項が認められな

いかどうかを評価する。

・　四半期連結財務諸表に対する結論表明の基礎となる、会社及び連結子会社の財務情報に関する証拠を入手する。監査

人は、四半期連結財務諸表の期中レビューに関する指揮、監督及び査閲に関して責任がある。監査人は、単独で監査人

の結論に対して責任を負う。

監査人は、監査等委員会に対して、計画した期中レビューの範囲とその実施時期、期中レビュー上の重要な発見事項に

ついて報告を行う。

監査人は、監査等委員会に対して、独立性についての我が国における職業倫理に関する規定を遵守したこと、並びに監

査人の独立性に影響を与えると合理的に考えられる事項、及び阻害要因を除去するための対応策を講じている場合又は阻

害要因を許容可能な水準にまで軽減するためのセーフガードを適用している場合はその内容について報告を行う。

利害関係

会社及び連結子会社と当監査法人又は業務執行社員との間には、公認会計士法の規定により記載すべき利害関係はな

い。

以　　上
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